
三陸沖日本海溝海側斜面に発達する割れ目の変遷：

「しんかい6500 」および「かいこう」による観察

平 野　 聡゛1　小川勇二郎＊2　藤岡換太郎＊3　川村喜一郎＊4

「しんかい6500 」と「かいこう」による，1991 年から1997 年の潜航飼査の際に撮影されたビ

デ オ画像を用いて。|ﾖ 本海溝海側斜面に発達するllj口性倒れ目（通称「 マ`ネキンバレー」）周

辺の制れ目と堆積環塊の礎遷を明らかにした。割れ目先端部では, 底屆訛の影響を受け々すく，

堆積・浸食過程か時|両とともに入れ替わる。一方，割れ目の中央部では，一貫して埋没過程か

卓越しており，その結果，マi キヽンの頒は6 年川で完全に埋没した。また，割れ目の肉橙から

プロ７クが崩落することにより，割れ目自身は現在も拡大していることも|詞らかになった。こ

のような闖口性割れ|』の成|猖ま，すでにll摘されているように。土圧理簷に基づく斜面不安定

と地礎4こよる強振助の組み合わせが妥当であると思われる。将来的には，岡じ地点への定用的

な潜航調査や，深海底における長期観測，割れ目分布のマッピ ング， さらに地穀構途やプレー

トの迎動学との相関を明らかにする必暖がある。
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Temporal  changes of cracks in the oceanward  slope
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observation by submersibles
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Using  JAMSTGCs  Research  submersibl  "Shinkoi  6500"  and  ROV  "Kathode  examined

(cmjx>ial  changcs  of sednocnrai'y processes  acid open  ci ack development  on {he
 oceanward  slope

of  the  Japan  Trench  offshore  Sanrjku  at around  6.500  ra depth.  Conoasdve  sedimentary

processes  arc clarified at the crack  center  and  ends: burial process  may  be
 more  important  than

erosion  at the  crack  comer;  white  at (he  ends,  buiial and  evosional  processes  appeared  to

alternate,  possibly within  a few  months  due  to the seasonal  changes  of boitom  current. The  fact

that  die  crack  walls collapsed  inwards  indicates that the  cracks  aie eximtxhng.  even  though  the

burial process  proceeded  at the  crack  eeniei. The  crack  may  be  formed  by hoi ixontal tensions)
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stress  cau&ed  by  a combination  of  gravitational slope  instability and  additional  inertia during

earthquake  shaking  as previously proposed.

Keywords:  open crack, bottom current, earthquake, submersible. Japan Trench, oceanward

slope

1. はじ めに

海洋性 プレ ートが 沈み 込むouter s ｗellから 海溝剥|にか

けての海溝海側斜・ は，プ レートが海倣で 生まれて以 来。

初めて 大きな 変形を受け る場所である。 この ような場所

では,1933 年 三陸地 震津破を起こ したような巨大地震や，

地殻内 の微小 地震 が頻繁 に発生 している。 また，プ レー

トか沈み込みに伴 って屈 曲するこ とに より， プレート表

層付近 に引 っ張 り応力 が鮠 き。 比 高数百ｍに及 ぶho ｒst

and grabcii という 大絶形を造るこ とは。 日本海溝やアリ

ュー シャン海溝， ペ ルー 海泌， ト ンガ海溝な どで も碓毘

されて いる( 例え ば, Ludwig,  et al., 1966;  Jones ｅt al.，

1978;　Masse･ ｎ,1991 な ど)。

日本 海溝やマ リア ナ海溝の 海側斜 面には，長 さ数百ｍ，

帽 数ｍほ どの 開口性 割れ11 群か発達するこ とが知られて

いる( 例えぱ, 堀 田ほか,1992 ； 門馬ほか,1993 ； Ogawa

etal., 1997)｡ 特に， 三陸illlの北緯39･20.5' ， 東経144 °361，

水 深6,278 m 付 近に 発達 する， 通称r マ ネキ ンバ レーｊ

と|lfぱ れる｢ll冂 性割 れ|| は，勉 去５回 の詳細な潜 航調 査

が 行われ( 衣1) ，1991 年～1997 年の６年閥 にわ たる 深

海底の環境 の変逓 が111らかに なった。

本慄il?では，こ れら の琳航 調査 の際に撮 影されたビデ

オ|崛 歇に 基づ き， この|秘,|性 割れ|｣ 川辺及ぴ内 部の産状

の変遷につ いて 論じる。

2. 地質概 説

2.1　 闇囗性割 れ目の発 達する位置 ・産秡

二陲11111本海iS 海側斜jiliに 発達 する｢剔目 性剤れ|| の分

布 や産 状につ い ては ， すで に堀 川ほ か(1992) ， 小Jll

彳ﾀ６゙

（1994 ），０ｇａｗａ et aL （1997 ）等の一連 の細告で， 詳細に

記載 されている。 そこで 本報告では， その概 要を 鮪単に

紹介する。

こ のj麁城 は北緯39 °20.51， 東 経144 °361を中心 とす る，

日本 海溝軸から朿へ約35 km の太平洋プレート 上の海儼

斜 面に 位置 する（図1 ）。 この周辺地破は， 南北走向のilﾐ

断層 癖によって麗制 されたhorst and ｒ ａｂｅｌ 構造 が発達

してい る。graben の底 は。 西に菽く傾斜して いる。

本像告で 対象 とする 閼に|性 割れ目 （通 称「マ ネキ ンバ

レー」）は， こ のgraben の東 部， 西に傾斜 する斜 而 上に

位 置する （図2 ）。 こ の斜Tiiは6.000 ～6,400 nl の深さに わ

たり， 平均的 には15 ～20 度の顱 斜を 示す が， 実際には

急斜jii（ スカーフ）と綏斜而 （テ ラス） の組み 介わせに

より，比 高5 ～15｛｝ｍの 階段状 を呈 してい る。こ の斜!ii

は 大Ｑ的に は術北走向 を持つ が， 詳細に 見ると， ミj刪こ

雁 行する ステップ により構成 されて いる。こ の ステップ

は わずかにl に 凸 にな るよう な地形をして いる。 そのた

め， 等深線はその 部分で Ｓ字状 にtil miして いる。l剔目性

割れ|| はこ の ステ ップ状 のＳ 字が北にIII,に なる部分に鵞

述して いる。

「マ ネキンバレ ー」は， 全限185 m ， 駁人柚数ｍの111C線

性 の よい 闢川性 割れ|| であ る（藤11 ほ か，1993 ）。 ただ

し31 れ|･|の走向は 南部ではほぽ 南北である のに対 し。 北

部ではN30 °Ｅにjll¶||llし ている。 割れll の両端 部では。 柚

が徐 々に狭 くなり， 深 さも浅くなる。 逆に制 れll のIll夬

部では，似 ・漾さ とも数ｍ規模 になり， 相れ|| の|肖壁か

ら川 落した と思われるブロ ッ クか， 制 れ|| の内部に点血

している。
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||| ｜　 位 置| 哺。 ●a1991 年71j 151:1 ～1992 年711 19 口 に 発 生 し たMI ・1 以 上 の 地 震 の 震 央 を 示 す( 気 象 斤 ，1996) 。 ★ は1933 年 三 随

111詼 地 震( 淘 猖 海l･3 及 ぴ ，1994 年111 陸 は る か1111地 震( 陸 側) の 礎 央 。 そ の 周 辺 の 灰 色 の 杤 川 は そ 紅 ら の 地 礎 の 余 礎 分 布 を ぶ

わ し て い る 。 ◆ は
。 本 部 告 で 取 り 上4 ずる

剛 口 性 割 れ|14 通 称｢ マ ネ キ ン バ1･ －｣) の 位 誤 を 示 す 。

Ｆ喩,1　1nde χ ｍｌｐ Ｑｌ tlie sludy ａrｅａ. ●s110 ｗｓ epkelllel ｓ ０１ hlw>4 ealhq ｕａｋｅs.whic11ccarl 以l lrQII J ｕly 15 1991 1e July 19. 1992

(ｊＭＡ ，IS61. ★ ｓ110ｗｓepi £ｅｎｌｅrｓ011he'1933Sa111･ ｉｋｌ ｎ ｌｍａｍｉＥａr111ｑllake'( Ｑｃａ ｍｓ111c11f ｔａｃｈａｘjｓ)aldllle ｀1匍 ４０ｇ Ｓ６１１rik・

Earthquake* a
即dw ａrd)｡(;1･ayelipse ｓ

ｉｌｏｗdisllib ｕtｉｏｎｃｆｅｐｉｃｅｎｌｅｌ・ ｏｆｅａｃｌｌａ
ａｅrs ｈｏｃｋ. ◆shows lhe location of

 an ｏｐｃｌ ｃｍｃｋ，

lhe ｓｌｃａｌしcd･ Ｍ 劼ｌｎｅqｕｉｌ Ｖａｌｌｅy.'

2.2　 底暦渣

･般に，深海底のj!哺li環境は底層流の訛向・流速の変

化の影惣を受けると 考えられる。｛1り1111本海溝周辺地

臧の底層流は，陸飼料l&fと海翻斜面では反対の訛lil｝が観

測されている。陸郭斜1･iでは北から南の流1句が観洲され

亅ＡＭＳＴＥＣＪ，Ｄａ叩SeB nes. ，14119 ｓ ｝

て お り 。 さ ら に 季 節 変 動 か あ る こ と も 轍 告 さ れ て い る

（Mit ｓllｚaｗａ ａｌｌｄ Holloway, 1998 ）。･･ ㎜　方 。 海 溝 海 但 斜Iflf

で は ， 堀 内 ほ か （1993 ） が ナ マ コ の 定 向 配 列 に 基 づ き
，

|匈 か ら｡ 叱 へ の 洫1111の 存 在 を 指 摘 し て い る 。 残 念 な が ら
，

海 餬 剽･ｉ に お け る 底 層 流 の 時 間 礎 化 の デ ー タ は 尨 い 。
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「Sだmkai 650iり「#67

1991.7.15

'Shirtkai  650tり■' #130

19927.19

‘■Shinkat 6500' 井134

1992.7.24

’S畑ηたぷ65 σり‘ 俘373

1997.6.6

%a 次か 淨55

1997.11､16

P-1 DeQ10娚d NOChanqe Buneg  a few cm Erocteq a few cm
P-2 Burie01 ･ 2 cm N/A Buried  completely

P-3
Burledanぶ'or blown

away
N/A

BUrjedan4QrblOWn
away

Buried  and/or blown

aWay

衣2 r マネキ ンバレ ー.|のｓ 状 変化

Table 2 Temporal challge ｓ al ･Mannequin Valley.'

3. 闘口性割れ目の経年変化

ここでは最も観察川数の多い川川性割れ||のひとつで

ある「マネキンバレー」について，割れ||の最北端部

（P-･I）と，巾央部（P2 ～3 ）の３地点の鳶状変化を述

べる，なお，各地点における観察砧米を衣2にまとめた，

3.1 P-1  (H1130 次潜航マーカーボール｝

Ｐ １はこの割れ||の駁北端部に位置する｛|淵3｝。;sIIれ

||の深さは50cm 以浅で，中 央部と比較して浅い。195)2

年？jl】911「しんかい6500 」第130 次潜航の際に，潜航

者の藤岡がマーカーボールを,ai扠した｛|淵4AJ,｡その箴，

44 Ｓ

裂 々はこのマーカーポールを。 哇;rlllfl[後の|･117jj2411

(吋第13 嵋次潜航。潜航者：小jll仍; 郎。 閥41 幻，1997

年６月611{II り第373 次潜航。潜航 蓍:111藤1･|り}|専|;。

{114c} と|･■111 Jl 1611 {｢かいこう｣ 第55 次湘航。 観察

抒：｀|句f聡。M141)} の31111確認している。

マーカーボールを,ほiRしたときは， ネットに入れたゴ

ムボー ルから海底1(11まで約10cm の高さがあ 。た。５年

後の1997 年６月の潜航I躅韲|肭こは。堆紬物に より ネ･，卜

の111：ドまでjllr.12していた｡ さらにその５カJI後｡1997 年

11 J』に｢ かいこうｌで潜航したときは，遂に敏cmnlUII

されていた｡

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ..14 （|り貼 ）



Ｍ ３ 「 マ ネ キ ン バ レ ー 」 平 面 閥 。 岡 野 （199･11ns ） を 修 正

Fig.  3　 Ｐｌａｎｖicへｖｄ Ｍ` ａｎｎｅ｛1ｕLn Valley ‘ （aftｅr Okano, 1994ms ）｡
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１９ ７年611611{Il il 第:473 次 潜 航1｡I).  19OT 年11｣I  1611 t{ かい こ う ｜ 第55 次 潜 飢l｡.
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沢辺
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3.2　P-2 （「マネキンサイト」及びその周辺）

P-2 はこの割れlflのほほ巾央Ｓに位置する（図3）。倒

れ1:|の深さは約２～３ｍである。1991 年７川15 111 「しん

かい6500 」第67 次潜航で， たまたま藩ちていたマネキ

ンの頭を船長の|ll代省三氏と潜航者の小」||が発見して以

来（掘Ⅲほか，1992 ），iil･･|IQIの黻察が行われている。

藤|凋ほ か（1993）は，このマネキンの齠をスケールと

して利jljすることにより｡1991 年７月からの１年11りの堆

積速度を約１～２ｅｍと見積もった(I35A.  B) 。 またそ

の刈辺部では, 1991 年には無かった災さ約ｌ ｍのブロッ

クか，1992 年の潜航調査の際にいくつか観察されている

（Ilｘ15C，Ｄ）。

その後1997 年までの５年間は。この地点を再訪するこ

とがで きなかったため，この期間の堆欲環境の変化を知

ることはできない。

1997 年6Jj61･1 の潜航I両虎の|埒点では。この地点の位

叭を齦,泌できなかったが，潜航時に撮影されたビデオ画

葭を元に，潜航峻，同地点の映像を割り出すことができ

た。さらに|司年Ｕ 月の「かいこう」の第5S 次潜航調査

により，同地点を畩認することができた。

これらのビデオ画像を合わせて解析した結来，Ｐ-2付

近は両壁の崩落により埋没していることが明らかになっ

た（図6A ，Ｂ）。特に，割れ目の東壁側は崩落によりｌ

錘が発遥しているのに対し， 西彊濶ではブロックとして

崩落しているのが観察された。また，マネキンの頭その

ものは発見できなかった｡洫されるとは考えがたいので，

恐らく埋没したのであろう。

3.3　P-3 （「マネキンサイト」の南）

P-3 はＰ-2の豹10m 南に位置し，この割れ目の中央

部に11当する（図3）。割れ目の深さはP-2 とほぼ同じ

で２～３ｍであるが，幅は極端に狄い。この地点は，

1991 年71j151 こ|「しんかい6500」第67 次潜航で初めて

観察されて以 来，計4 回の観察か行われている。

|刈71);1 の 変 遷 Ａ ．|叩 卩14111511 8.1!j!)2  ≪|･･71h911 ｔ'.|!l]711･･till  till n.l! 嵋･=1  11JJ  llilt

l゛ig.7　'|･4･11111111;ll､･|.111g､･s,11､,l･,･l,1･I･4･,ltｌ･11111111,･ｓil,･|゚ :3. A.  July･lft. I!!ll.14..ll115･|!|.i!|!12.11..11111､ヽi!M3','.1). Ｎtl､･t･,1111,･1･U5.
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この地点における割れ目の壁は。東西で異な９た産状

を呈している（図7）。東側の狃は風化が逃んで表而の凹

凸が日立つ のに対し，西側の壁は東側と比べて新鮮で，

ほぽ水平な層理面を観察することができる。ただしどち

ら側の橙も，遇去４回の製察の閥には目立った炭状の変

化は認められなかった。

また，割れ目の底には1991 年以来。 ビニ ール袋のゴ

ミがいくつか畝在しており，それらの産状の変化を髄認

することができた。この地点では，ビニール袋は割れ日

の中央部ではなく，西側の攅に沿うように分布している。

全体としてはビニール袋の数が減る傾向にあるが。よく

観察すると同じ場所で埋没しつつあるものと，完全に流

｀　れ去ってしまったものとの両方がある。ただし過去4回

の観察の間には，埋没しつつあるものの方が多い。

４. 議　　 論

４.1　堆横環境

今回許目した|用口性割れ|,|の先端部（Ｐ-1）と中火部

（Ｐ-2～3）では，堆積環境か対濁的であることか明らか

になった。

剤れilの先端部では，過去5pl の観察の結果。 一一j口｡埋

没した後，ふたたび浸食されている。特に浸食が確認さ

れた1997 年Ｕ月 工6 Fl 「かいこう」弟55 次潜航は，他の

2滞航と観察の季節が翼なっている（これらの2 潜航は７

月に行われている）。この観察事央は，底層流の流1111な

いし流速か，時間とともに変化していることを示唆して

いる。

また割れljlの先端部や外蒻は，内側に比べて堆積物の

以 さが薄いことが知られている（例えば，剔IIIほ か，

1992)。このような場所では，底層流の影響を受けやす

いと考えられる。したがって，恐らく戮力Jjという川刈

で底削漉の・ 向ないし流漣が変化し，それに伴って割れ

11の先端部の堆積環境も礎化するのだろう。

一方，割れ||の中央臨;では，マネキンの頭やピニール

袋の埋没，嚶の川落などで明らかなように，川没過程の

力がl;4越している。ただし流火したと恩われるビニール

袋も存在することから，底層流の彫稗がまったく餓いわ

けではないと考えられる，

例えば，P･-3肩辺の東側の唄か叫伽の嗜よりも浸食を

受けていることや，西側の帶に沿-jてビニール袋か分布

しているという観察･ji実は，|,J所的に底Ｍ流が割れ||内

部の朿寄|）を流れることにより，流速のより速い 東側で

杖食が，流蓬の遅い西側で堆積が毟ljしたと堺釈するこ

とができる｡

呱5２

ただし底川流の季節変化や，Ｑ 所的な相違に関するデ

ータはまだ限られているため，断 定はできない。深海底

における長川定点観測や，榊水調介船ないし 無人探礎器

による定川的な潜航糾査の必要があるだろ う。

４.2　 闇囗性割 れ目の成因

こ こでは|川|｣性 割れ|| の成Ｍにつ いて 考察 し， テ クト

ニ クス上の 意義につ いて 議論 する。

Ｏｇａｗａ et al. 〔1997) は，IEI本 海溝 とマ リアナ 海溝 の海

側斜面に発達するlj肛l 性 制れEI の頡 状から。そ れら の成

閃を 考察し た。そ れに よると，-IJIリ!11湍 に基づ く斜 而不

安定 と地震による 強振助 の組 み介わせが。 もっ とも妥捫

である と箭 沿してい る。

こ れまで のI調査 航海に よる初 密jl 形闘壼 より， この地

域の 海底湎 が四，つ まり海淵に鴾 く傾斜してい るこ とか

明らかになっている( 小川，1994) 。

また･':陸illjj.|本海 溝川 辺地蛾 では， 陸上にμ 人な被害

を及ぽ すようなI £人地震 だけで なく， 地殻内 の徴小地 震

も頻繁 に発 生してい る。 例えば｢ し んか い6500｣ 第67

次潜航 が行な われた1991 年７月15 日から，1111第130 次許

航 がlf な われた1992 年７月191] の約１年間に，Fi 陸ill111

本海溝周辺で は， マ グニチ ュード４以 上の 地礎 が861111.

5 以 ヒが2811･| ，6 以 上 が５回 発 生 し て い る( 気 象庁 ，

1996 より検索。 表３及び(ill)。 特にマ グニ チュ ード６以

上 の地震は， 第130 次潜 航のIII{|絢(7J1161) ～18 1,1〕に

集巾 して 発 乍して いる。 し たが って 第130 次 潜航では。

こ れらの地礎11C後の割 れII の顯状 を観察 してい るこ とに

な る。

こ の潜 航では， 割 れ|･1111火部において１年前には 無か

ったブロ ックが罷見 されている。こ のようなブロ ーｙクの

崩 落は，1994 年,{ 峨は るか 沖地震( Ｍｗ･7.7 ；TallioI,ａ

et al･. 1996) を挟 んだ1997 年６川の潜航|llにも硫認 され

ている。こ のブロ ックの崩・ か， 地殻浅 部で 鵞/|こする 微

小地震に よって も起こ り得る のかは， 地震 時に 堆積物に

働く加速度の 人きさと， 堆積物|'|身 の粘着yj ・り1
つ張 り

強皮により決 まる だろう。 し たが･ｊて 夲｣自域に 発達する

lll l性 割れ|| の産状は，０ｇａｗａ et al.(l997)が指摘 する 割

れＨ 彫成 のため の必 要条件を満 たしてい るこ とにな る。

ここ に｢･ 分な 人きさの111速 皮が地震 によ, 」てゐ｣|われぱ，

こ のようなllJllﾔljU れjj が 彫成 される だろう。

次に，1刷||性;111れ囗喞成のテ クトニ クX ll の意義にり

いて 考察する。 Å'li洋プ レートが沈み 込みに 伴
９てjlllllll

するこ とに より，プ レート表層付近に引,J 農 り£C;力が崗

き，11。Iｓl alld graben とい うλ地 彫を造 るこ とは よくXII
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られている。 また沈み込むスラブ が太平洋プレ ートを引

っ張ることにより，その表屆で引っ弧り応力が鋤くとも

言われてい る（藤岡|逞か，1993 ）。このように，プレ ー

ト表層に働くと予想される引っ張り応力により。|刷口性

割れ目が形成されるかも知れない。

残念ながらこれまでの浴水調査船による調査結果だけ

では， 躙口性割れ目とテク1ヽ ニ クスの関係を断定するこ

とはできない。ただし藤閥ほか（1993）も指植している

ように，劃れ目の 両壁からプロ７クか崩落することによ

り。割れ日自身は絋大していることは事実である。

したがって，開口性割れ目の成因がどのようなもので

あれ，その変遷を明らかにするためには，深海底におけ

る長期定点 覿柵|や，同じ地点への定刈的な潜航調査が今

後も不iII欠である。また，より詳細かつ効率的な芻密地

形詢査により， 開口性割れ目の分布をマ ッピ ングするこ

とも重要であ る。そ のためには 有人潜水調査船だけでな

く.Z) ・iphin 3K やテキサ スＡ＆Ｍ 大学 の【ＴＡＭＵ１２のよう

な無人探査器を利用した曳航調査も有効 だろう。

将米的には，屈折 ・反射 地震波に よる探査や。 微小地

婁 の震源分布・メカニ ズム解により得られる地殻構造と

応力 状 恁。 閼口 性割 れ目 の分布 の相 関を明ら かにし，

GPS によるプレート の相対運動萼の運動字デー タと併せ

て 議論するこ とが必要である。このよう な調査 一研究に

よ|) ，海溝海伽斜面に発達する関口性 割れ目の成因だけ

で なく， 沈み込むプ レート の大変形のメカニ ズムという

問 題をも觧くこ とかで きるだろう。

表3　･1 陸 沖|| 本 海 溝 叫illで 罷 唯 し た 地 震( 気 吸jy.| 卯6). ヽ 倹素 粂rl=gよ以 ドのlilj : 北 緯37 °Ｏ{J`～12 °OC‘. 束健NI･ 脯･ ヽ146*00･ ．

刈 閥:19e} 年7111511 ヽ| 卯2 ￥7111911.. モ ー ｊ ン ト マ ダ ニ チ ３－ ド{ Ｍw15.0 以|･.の 釶 礎

Table 3 IJsl of ｅｌrihqlllkesllr ｇｅrlhallM ｀゙‘5.0 whirl) °ｃｃ１１１r鬯lllearlllfjalla111¥ やｎｃＩ･off  Sanrlfca (aftei･JMA,  IW6K 八阿ａ:3？00･

42 ゛001N. 1･ll･'叩'145 ‘"I≫1･1- |￥rio,|:July in. i≫)i J･ly  19.1992.
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5. ま と め

1991 年７月から1997 年11 月にかけて，有人潜水調査

船「しんかい6500 」及び無人探査Ｓ「かいこう」を用い

た潜航飼査により。 三陸沖日本海講海飼斜面（水深豹6，

500m ）の堆積環境及び開口性割れ目の痙状の変遷が明

らかになった。

間口性割れ目の先端部（Ｐ-1）と中央部(P-2 ～3 ）で

は，堆瞿環境が対照的である。割れ目先端部では，底層

流の影響を受けやすく，堆積・浸食過程が畤鬩とともに

入れ替わる。一方，創れ目中央部では埋没過襴が卓越し

ている。また，割れ目の両壁からのブロックの崩落によ

り，割れ目自身は拡大している。

こ の ような開口 性割れ目 の成因は, Ogawa et al.

（1994）が指摘するように，土圧理論に基づ く斜面不安定

と地震による強振則の組み合わせが，もっとも妥当であ

る。ただし，そのテク ｝ニクス上の意義を議論するため

には，有人潜水鯛査船や無人探杢器を用いた同じ地点へ

の定期的な潜航調査や，深海底における長期観測，創れ

目分布のマフピンダ，さらに地鍛構造やプ レートの運動

学との相関を明らかにしなけれぱならない。　　　 ・

謝　　 醂

加藤千明 粹士（「し んかい6500 」第373 次潜航者）に

は快くｖＴＲ湘像の使用を肝可していただいた。「 よこす

か」／「しんかい6500 」及ぴ「かいれい」／「かいこ う」

の船長・スタッフ，ならぴにマリンワークジャパンの技

褊協力ａ の方々には，乗船中大変お 世話になった。小角

幸代氏には本報告の図 ・表の作成を手伝っていただい

た。
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